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赤羽進言郎民を新会長に選出

来年の会創立Ю周年に向け始動

懇親会での記念撮影

二
〇
〇
七
年
六
月
二
三
日

（土
）
、

ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

（Ｊ
Ｒ
四
谷
駅

前
）
で
白
門
四
八
会
第
九
回
総
会

。

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
参
加
者
は
総
会
四

一
名
、
懇

親
会
四
三
名
。
遠
方
か
ら
は
黒
羽

一

記

（京
都
）
関
西
支
部
部
会
長
、
木

村
康
平

（新
潟
）
会
員
を
迎
え
、
ま

た
、
白
門
三
八
会
か
ら
幹
事
長
の
久

保
雅
孝
氏
、
自
門
四
六
会
か
ら
常
任

幹
事
鈴
木
昭
男
氏
の
来
賓
を
お
迎
え

し
、
懇
親
会
で
は
お
楽
し
み
の
抽
選

会
を
実
施
、
旧
交
を
暖
め
懐
か
し
く

も
楽
し
い
と
き
を
過
ご
し
た
。

引
き
続
き
二
次
会
は
、
二
九
名
の

会
員
が
参
加
し
、
付
近
の

「
四
谷
倶

楽
部
」
で
行
っ
た
。
こ
の
店
の
表
看

板
は
お
な
じ
み
の

「
Ｃ
」
マ
ー
ク
付

き
で

「中
央
大
学
四
谷
倶
楽
部
」
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
マ
マ
さ
ん
が
た

い
へ
ん
な
中
央
大
学
フ
ァ
ン
で
あ
り

我
々
を
歓
待
し
て
く
れ
た
。
理
工
学

部
の
土
木
工
学
科
卒
業
生
が
多
く
利

用
し
て
い
る
た
め
と
の
こ
と
。
そ
れ

な
り
に
高
級
感
も
あ
り
な
が
ら
六
千

円
程
度
で
安
心
し
て
飲
め
、
食
事

（た
だ
し
、
食
事
が
必
要
な
場
合
は
、

事
前
に
予
約
が
必
要
。
食
事
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
料
金
は
同
じ
と
い
う

の
が
面
白
い
）
が
付
い
て
、
カ
ラ
オ

ケ
も
唄
い
放
題
な
の
で
、
マ
マ
さ
ん

は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
と
の
こ

し

こ

。

中
央
大
学

。
四
谷
倶
楽
部

弓
国
ｒ
ｏ
ω
‐ω
ω
ｏ
Ｎ
‐ヽ

い
い
∞



議
題
①
　
一
一〇
〇
六
年
度
事
業
報
告

並
び
に
決
算

横
田
幹
事
長
か
ら
二
〇
〇
六
年
度

事
業
報
告
、
湯
川
会
計
担
当
副
幹
事

長
か
ら
同
決
算
報
告
が
あ
り
、
あ
わ

せ
て
国
領
会
計
監
査
か
ら
監
査
報
告

が
行
わ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（別
掲
活
動
報
告
、
六
頁
二
〇
〇
六

年
度
決
算
参
照
）

議
題
②
　
一
一〇
〇
七
年
度
事
業
計
画

横
田
幹
事
長
か
ら
、
今
年
も
引
き

続
き
関
西
支
部
、
東
北
支
部
で
合
同

幹
事
会
を
開
催
す
る
こ
と
。
大
学
主

催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
会
と

し
て
参
加
す
る
な
ど
の
事
業
計
画
が

提
案
さ
れ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（七
頁
活
動
計
画
参
照
）

議
題
③
　
二
〇
〇
七
年
度
予
算

湯
川
会
計
担
当
副
幹
事
長
か
ら
事

業
計
画
に
基
づ
く
予
算
が
提
案
さ
れ

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
ｏ
一〇
〇

七
年
度
予
算
は
掲
載
省
略
）

議
題
④
　
母
校
の

一
二
五
周
年
記
念

事
業
へ
の
協
力
に
つ
い
て

堀
井
会
長
か
ら
、
母
校
の

一
二
五

周
年
募
金
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七

年
五
月
末
日
現
在
、
自
門
四
八
会
支

部
募
金
目
標
額

一
〇
〇
〇
万
円
の
七

〇
％
を
達
成
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八

年
は
ち
ょ
う
ど
白
門
四
八
会
創
立

一

〇
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ー

ト
す
る

「自
門
四
八
会
創
立

一
〇
周

年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

一
〇
〇
〇
万
円
を
今
年
度
中
に
達
成

し
た
い
。

つ
い
て
は
、
未
達
成
額
を
各
会
員

へ
の
按
分
負
担
と
し
た
い
。
具
体
的

に
は
、
役
員
は
さ
ら
に

一
人
三
万
円

を
目
標
に
、
中
央
大
学
教
職
員
の
会

員
は
合
計
額

一
五
〇
万
円
を
目
標
に
、

分
担
し
て
寄
付
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
教
職
員
の
会
員
は
た
い
へ
ん
で

は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
笑
顔
で
承
認
さ
れ
た
。

議
題
⑤
　
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

堀
井
会
長
か
ら
、
役
員
の
負
担
と

会
の
組
織
と
し
て
の
継
続
性
か
ら
、

幹
事
以
外
の
役
員
は
会
則
に
よ
り
二

年
任
期
で
半
数
が
交
代
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
は
会
長
の
改
選

と
な
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
引
き

続
き
議
長
が
立
候
補
者
を
募

っ
た
と

こ
ろ
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
堀
井

会
長
か
ら
、
資
料
の
通
り
役
員
を
選

任
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

（五
頁
新
役
員

一
覧
参
照
）

議
題
⑥
　
白
門
四
八
会
創
立

一
〇
周

年
記
念
事
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

堀
井
会
長
か
ら
、
来
年
は
白
門
四

八
会
創
立

一
〇
周
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、
「白
門
四
八
会
創
立

一
〇
周
年

記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
、
記
念
行
事
の
準
備
を
進
め

た
い
と
の
提
案
が
あ
り
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
自
門
四
八

会
第
九
回
総
会
に
ご
出
席
頂
き
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
ラ

。
エ
ン
ニ
ャ
現
象
が
発

生
し
た
た
め
、
梅
雨
は
短
く
、
夏
は

猛
暑
と
の
予
報
で
す
。

本
日
も
梅
雨
と
は
思
え
な
い
快
晴

と
な
っ
て
お
り
、
猛
暑
の
到
来
を
予

感
さ
せ
ま
す
。

さ
て
、
白
門
四
八
会
も
、
平
成

一

一
年
六
月
に
結
成
さ
れ
、
丸
八
年
が

経
過
し
、
い
よ
い
よ
九
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
私
が
三
代
目
の
会
長
に

な
っ
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
、
そ
の

間
、
幹
事
さ
ん
、
役
員
さ
ん
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
ま
た
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
‐、
ま
す
ま
す
発
展
し
て

お
り
、
こ
の
間
の
ご
努
力

・
ご
協
力

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の

一
年
間
で
会
員
は
約
九
〇
名

増
加
し
、
ま
た
、
東
北
支
部
が
設
立

さ
れ
、
昨
年

一
一
月
に
、
松
島
に
て

第

一
回
合
同
幹
事
会
を
盛
大
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
も
岩
手
県
水

沢
で
八
月
に
第
二
回
が
準
備
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
関
西
支
部
も
活
発
に
活

動
し
て
お
り
、
白
門
四
八
会
も
全
国

規
模
で
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
お
り

ま
す
。
当
会
は
中
央
大
学
卒
業
同
期
生
の

会
と
し
て
、
各
種
親
睦
活
動
を
活
発

に
行

っ
て
お
り
、
同
好
会
活
動
も
ま

す
ま
す
充
実
し
て
き
て
お
り
、
昨
年

度
は
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
復
活
が
な
さ

れ
、　
三
ハ
も
の
同
好
会
が
活
発
に
会

員
の
親
睦
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
あ
る
同
好
会
の
中
で
、

箱
根
駅
伝
応
援
同
好
会
の
活
動
は
、

既
に
同
好
会
活
動
の
枠
を
超
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
箱
根
大
平
台
で
の
活

動
は
全
国
へ
Ｔ
Ｖ
中
継
さ
れ
、
全
学

レ
ベ
ル
で
有
名
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
内
広
報
誌

「Ｈ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
中
央
」
に
も
大
平
台
の

地
主
さ
ん
と
自
門
四
八
会
と
の
暖
か

い
交
流
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
当
会
は
学
員
会
の
支
部
で

も
あ
り
、
中
央
大
学
の
発
展
の
た
め

の
活
動
に
も
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、　
三

一五
周
年
記
念
事
業
募

金
活
動
に
お
い
て
も
幅
広
い
ご
協
力

を
頂
き
、
総
額
約
七

一
三
万
円
、
目

標
額
の
七

一
％
を
達
成
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
前
後
の
年
次
支
部
と
比
較

し
て
も
か
な
り
の
成
果
を
挙
げ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
を
代
表
す
る
中

央
大
学
出
身
者
の
活
躍
が
目
立

っ
て

多
い

一
年
で
し
た
。

新
し
い
顔
を
持
つ
大
学
と
な
り
、

当
会
も
活
発
な
活
動
を
通
じ
て
、
よ

り
多
く
の
友
人
の
輪
を
広
げ
、
会
員

の
皆
様
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
で
き

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
当
会
を
い
ま
以
上
に
活
性
化
す

る
こ
と
が
、
母
校

。
中
央
大
学

の

益
々
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
行
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
よ
り

一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

堀井 勉
(理工学部卒)

第 9回 総会の会場風景



会
員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
六
月
の

総
会
で
四
代
目
の
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
赤
羽
進

一
郎
で
ご
ざ
い
ま

す
。
白
門
四
八
会
も
九
年
目
を
迎
え

ま
し
た
が
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
会

が
発
展
し
て
い
く
よ
う
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
全
力
で
会
長
職
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援

。
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
会
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
、
次
に
申
し
上
げ
る
二
点
に
つ
い

て
、
特
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、
白
門
四
八
会
の
組

織
の
拡
充

。
強
化
で
す
。
団
塊
の
世

代
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
我
々
も
、

二
～
三
年
後
に
還
暦
を
迎
え
、
徐
々

に
現
役
あ
る
い
は
社
会
の
第

一
線
か

ら
退
い
て
い
く
訳
で
す
が
、
そ
の
時
、

残
り
の
人
生
の
生
き
が
い
、
心
の
支

え
に
な
る
い
く
つ
か
の
選
択
肢
と
し

て
、
人
生
の

一
番
多
感
な
時
を
と
も

に
過
ご
し
た
大
学
の
同
期
が
集
う
白

門
四
八
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
今
後
四
八
会
に
更
に
多

く
の
人
が
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
組
織
の
拡
大
強
化
を
計
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

同
好
会
活
動
を
活
発
に
行
う
と
同
時

に
、
地
方
支
部
を
充
実
さ
せ
全
国
規

模
の
会
に
維
持

。
発
展
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

く
し
く
も
来
年
六
月
、
四
八
会
は

創
立

一
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
多

く
の
人
が
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
魅
力
あ
る

記
念
行
事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

第
二
は
、
中
央
大
学

一
二
五
周
年

記
念
事
業
の

一
環
で
あ
る
募
金
達
成

へ
の
協
力
の
お
願
い
で
す
。
自
門
四

八
会
は
、
学
員
会
の

一
支
部
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
母
校
中
央
大
学
の
発

展
の
為
の
記
念
事
業
に
も
、
会
と
し

て
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
、　
〓

一五
周
年
記

念
事
業
へ
の
参
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
八
会
と
し
て
の
募
金
目
標
額
は
、

一
千
万
円
と
定
め
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
既
に
そ
の
七
二

％
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
の

自
門
四
八
会
創
立

一
〇
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
日
標
額
を
何
と
か
達

成
出
来
る
よ
う
、
皆
様
の
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
門
四
八

会
の
益
々
の
発
展
と
活
性
化
の
た
め

に
、
会
員
の
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

温
泉
同
好
会
も
設
立
か
ら
三
年
に

な
り
ま
し
た
が
、
石
和
温
泉
、
湯
河

原
温
泉
に
続
い
て
、
今
年
は
五
月
二

六
日
に
新
潟

。
湯
沢
温
泉
で
開
催
し

ま
し
た
。

前
回
の
二
回
は

「
ハ
イ
キ
ン
グ
同

好
会
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

し
た
が
、
今
回
は

「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
同
好
会
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
新
潟
の
名
酒

「八
海
山
」

の
製
造
元

・
八
海
醸
造
の
工
場
見
学

と
、
八
海
醸
造
が
ま
さ
に
ニ
ユ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
行
っ
て
い
る
地
ビ
ー

ル
製
造

の

「八
海
山

泉
ビ
ー
ル

苑
」
訪
間
及
び
そ
の
周
辺
地
区
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

昼
食
は

「泉
ビ
ー
ル
苑
」
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
の
ビ
ー
ル
試
飲
会
、
そ

の
後
で

「八
海
山
」
の
製
造
工
程
を

見
学
し
ま
し
た
が
、
古
い
醸
造
所
か

と
思
っ
て
い
た
ら
、
製
法
は
そ
の
ま

ま
で
設
備
は
最
新
の
工
場
で
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
工
場
は

一

般
の
人
は
見
学
で
き
な
い
の
で
す
と
、

後
か
ら
地
元
の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に

教
え
ら
れ
て
、
何
か
得
し
た
感
じ
で

し
た
。
こ
の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
は
当

日
の
宿
泊
先
、
秋
篠
宮
様
も
宿
泊
し

た

「上
越
国
際
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
上
越
」
か
ら
の
送
迎
バ
ス
の

地
元
で
も
有
名
な
ガ
イ
ド
さ
ん
で
し

た
。
ま
さ
か
大
型
観
光
バ
ス
が
迎
え

に
来
る
と
は
誰
も
想
像
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
バ
ス
ガ
イ
ド
付
と
は
ビ
ッ
ク
リ
。

大
型
観
光
バ
ス
に

一
〇
名
程
度
の
乗

車
で
、
ま
さ
に
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
に
は
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
堀
井
元
会
長
の

海
外
勤
務
時
の
知
り
合
い
長
束
さ
ん

が
こ
の
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
て
お
り
、

こ
の
方
の
手
配
で
あ
っ
た
と
知
り
感

謝
し
ま
し
た
。

夜
は
買
っ
て
き
た

「八
海
山

¨
吟

醸
酒

。
本
醸
造
」
に
加
え
て
ホ
テ
ル

差
し
入
れ
の

「久
保
田
」
に
酔
い
し

れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
細
谷
さ
ん
推
薦
の
八
海
山

文
化
村
の

「ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美

術
館
」
を
見
学
し
、
こ
こ
で
八
海
山

を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
そ
の
後
は

地
元
ご
出
身
の
佐
山
新
副
会
長
の
案

内
で
十
日
町
の

「
へ
ぎ
そ
ば
」
も
堪

能
、
日
本
三
大
渓
谷

「清
津
峡
」
を

見
て
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
と
協
業
し
な

が
ら
の
活
動
は
、
「温
泉
」
で
の
語
ら

い
を
中
心
に
楽
し
い
ひ
と
時
が
過
ご

せ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
お
忙
し
い
方
も

い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
今
後
は

益
々

「温
泉
」
を
中
心
に
し
た
語
ら

い
の
場
が
増
え
て
く
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
大
型
温
泉
地
だ
け
で
な
く
、

今
後
は

「秘
境
の
温
泉
地
」
や

「癒

し
の
温
泉
地
」
な
ど
で
の
開
催
も
考

え
て
い
ま
す
。

長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ

ん
の
希
望
も
取
り
入
れ
て
企
画
し
ま

す
の
、
で
ど
う
ぞ
御
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
（文

。
三
森
孝
悦
）

第

一
九
回
出
雲
駅
伝

（全
日
本
大
学

選
抜
駅
伝
）
応
援

出
雲
大
社
の
あ
る
出
雲
地
方
で
は

神
在
月

（か
み
あ
り
づ
き
）
と
言
わ

れ
る

一
〇
月
八
日

（月

・
祝
体
育
の

日
）
、
神
伝

（か
み
で
ん
）
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

当
日
は
母
校
へ
の
熱
い
応
援
と
地

餓
赤羽進一郎
(商学部)

八海山をバックに記念撮影



元
学
員
会
と
の
交
流
、
出
雲
大
社
参

拝
、
出
雲
そ
ば
賞
味
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎

一
〇
月
七
日

（日
）

一
七
時

「出

雲
駅
伝
開
会
式
」
（出
雲
市
民
会

館
）

◎

一
〇
月
八
日

（月
）
出
雲
大
社
参

拝一
一
時
　
「応
援
団
結
団
式
」
（日

の
出
館
）

一
二
時
三
〇
分
～

一
五
時
　
応
援

第
三
九
回
全
日
本
大
学
駅
伝
応
援

◎

一
一
月
四
日

（日
）

一
一
時
三
〇

分
～

一
三
時
三
〇
分
　
第
二
九
回

全
日
本
大
学
駅
伝
応
援

（伊
勢
駅

伝
）
応
援

（皇
學
館
大
学
前
）

平
成

一
八
年
度
国
際
教
育
研
究
同
好

会
研
究
協
議
会
報
告

本
年
度
の
研
究
協
議
会
は
、
ま
ず

ア
フ
リ
カ
の

「ジ
ブ
ジ
共
和
国
」
で

の
砂
漠
緑
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

東
京
農
業
大
学
教
授
の
高
橋
悟
先
生

か
ら
講
演
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ

に
先
立
ち

「ジ
ブ
ジ
共
和
国
」
に
以

前
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
派
遣

さ
れ
て
い
た
、
稲
垣
亜
希
子
氏
に

「ジ
ブ
ジ
共
和
国
」
が
ど
ん
な
国
で

あ
る
の
か
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
今
回
は
、
カ

ナ
ダ
大
使
館
の
教
育
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
担
当
官
で
あ
る
ジ
ー
ン

。
マ
エ
ダ

氏
に
カ
ナ
ダ
の
高
校
留
学
の
現
情
を

中
心
に
、
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
で

あ
る
。

一　

研
究
協
議
会
の
日
程

☆
期
日

一
平
成

一
八
年

一
一
月
二
四

日

（金
）

★
会
場

¨
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
第

一
研
修
室

（千
葉
市
稲
毛

区
天
台
三
二
三
）

・
受
付

¨
９
時
３０
分
～
１０
時

・
司
会
進
行

¨
小
林
　
裕

（市
川

西
高
等
学
校
教
諭
）

⊂
挨
拶

¨
１０
時
～
１０
時
１０
分

。
国
際
教
育
研
究
部
会
長
　
千
葉

県
立
松
戸
国
際
高
等
学
校
校
長

宮
本
　
昇

総
議
題

¨
１０
時
１０
分
～
１０
時
５０
分

演
題

一
『ジ
ブ
ジ
共
和
国

っ
て
ど

ん
な
国
』

報
告

¨
国
際
協
力
機
構
　
一九
青
年

海
外
協
力
隊
員
　
稲
垣
亜
希
子
氏

記
録

¨
千
葉
県
立

一
宮
商
業
高
等

学
校
教
諭
　
佐
藤
洋
子

Ｇ
講
演
①

¨
Ｈ
時
～
１２
時
３０
分

演
題

¨
『ア
フ
リ
カ
を
緑
の
大
地

に
―
ジ
ブ
ジ
共
和
国
で
は
』

講
師

¨
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
生
産
環
境
工
学
科
教
授

高
橋
　
悟
氏

解
説

¨
千
葉
県
立
安
房
拓
心
高
等

学
校
教
諭
　
飯
島
政
義

記
録

¨
千
葉
県
立

一
宮
商
業
高
等

学
校
教
諭
　
佐
藤
洋
子

昼
食

¨
１２
時
３０
分
～
１３
時
３０
分

０
講
演
②
ｌ３
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

司
会
進
行

一
千
葉
県
立
市
川
西
高

等
学
校
教
諭
　
小
林
　
裕

演
題

一
『カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
知

っ

て
い
ま
す
か
』

講
師

¨
カ
ナ
ダ
大
使
館
広
報
部
教

育
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
官

ジ
ー
ン

・
マ
エ
ダ
氏

記
録

一
松
戸
市
立
松
戸
高
等
学
校

教
諭
　
井
上
保
子

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『カ
ナ
ダ
に
つ

い
て
』
（留
学
等
を
含
め
て
）
¨
１４

時
４０
分
～
１５
時
３０
分

講
師

¨
カ
ナ
ダ
大
使
館
広
報
部
教

育
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
官

ジ
ー
ン

・
マ
エ
ダ
氏

記
録

¨
松
戸
市
立
松
戸
高
等
学
校

教
諭
　
井
上
保
子

Ｇ
講
評

一
１５
時
３０
分
～
１６
時

国
際
教
育
研
究
部
会
副
会
長
　
千

葉
県
立
佐
倉
東
高
等
学
校
教
頭

青
柳
英
男

０
諸
連
絡

¨
１６
時
～
１６
時
３０
分

進
行

¨
千
葉
県
立
船
橋
芝
山
高
等

学
校
教
諭
　
田
中
祐
之

・
事
務
局
及
び
各
部
門
担
当
者
よ

り
連
絡

一
一　
講
演
の
概
要

今
回
の
研
究
協
議
会
の
講
演
は
二

つ
で
、
講
演
の
①
は
東
京
農
業
大
学

教
授
の
高
橋
悟
先
生
に
よ
る

「ジ
ブ

ジ
共
和
国
」
の
砂
漠
の
緑
化
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。
緑
化
と
簡
単
に
言
っ

て
も
、
場
所
が
灼
熱
の
砂
漠
で
は

一

般
の
国
の
土
地
と
は
事
情
が
大
違
い

だ
そ
う
だ
。
例
え
ば
草
の
種
、
本
の

実
、
苗
等
を
植
え
て
も
、
日
光
に
よ

る
地
熱
が
百
度
も
あ
っ
た
の
で
は
、

そ
れ
ら
は
た
ち
ま
ち
焦
げ
た
り
萎
び

た
り
し
て
し
ま
い
、
緑
化
ど
こ
ろ
で

は
な
い
そ
う
だ
。
そ
こ
で
何
ら
か
の

工
夫
を
し
人
工
的
に
日
陰
を
作
り
、

そ
こ
に
断
熱
効
果
の
あ
る
素
材
で

作
っ
た
太
い
パ
イ
プ
を
地
下
水
脈
の

近
く
ま
で
深
く
打
ち
込
み
、
そ
の
パ

イ
プ
の
中
に
促
水
剤
を
入
れ
て
か
ら
、

十
分
な
水
を
注
ぎ
そ
の
中
心
に
若
木

の
苗
を
植
え
る
の
だ
そ
う
だ
。
す
る

と
苗
は
通
常
よ
り
ず

っ
と
長
い
根
を

地
下
水
脈
ま
で
伸
ば
し
、
木
と
し
て

成
長
で
き
る
の
だ
そ
う
だ
。　
一
度
砂

漠
化
し
た
土
地
を
緑
化
す
る
の
は
至

難
の
業
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
講
演
①

に
先
だ
っ
て

「ジ
ブ
ジ
共
和
国
」
に

つ
い
て
知
る
た
め
、
元
青
年
海
外
協

力
隊
員
で
同
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

稲
垣
亜
希
子
氏
に
そ
の
風
物
に
つ
い

て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
同
国
は
イ
ス

ラ
ム
教
国
で
あ
る
た
め
学
校
で
生
徒

が
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
企
画
し

た
と
き
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
や
ノ
ー
ス

リ
ー
ブ
の
袖
の
服
に
は
な
か
な
か
許

可
が
出
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

講
演
②
は
、
知

っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
国

・
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
、

カ
ナ
ダ
大
使
館
広
報
部
教
育
プ

ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
官
の
ジ
ー
ン

・
マ

エ
ダ
氏
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
カ

ナ
ダ
は
英
連
邦
の

一
国
で
、
未
だ
に

英
国
か
ら
派
遣
さ
れ
る
ガ
バ
ナ
ー

（総
督
）
が
い
る
が
、
実
質
的
に
国
を

率
い
る
の
は
首
相
で
あ
る
。
公
用
語

は
英
語
、
仏
語
の
二
ヵ
国
語
で
、
首

都
は
オ
タ
ワ
。
特
産
品
は
メ
イ
プ

ル

・
シ
ロ
ッ
プ
、
ま
た
高
校
留
学
に

は

一
年
間
で
約
百
万
円
ほ
ど
か
か
る

と
の
こ
と
。
日
本
人
が
よ
く
行
く
バ

ン
ク
ー
バ
ー
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
に

あ
る
と
い
う
の
も
今
回
初
め
て
知

っ

た
。
今
回
も
カ
シ
オ
計
算
機
、
三
省

堂
の
協
賛
を
得
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〈
ジ
ー
ン

。
マ
エ
ダ
氏
〉

カ
ナ
ダ

。
マ
ニ
ト
バ
州
出
身
。
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
バ

ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
学
士
号
取
得
、
オ

ン
タ
リ
オ
州
オ
タ
ワ
の
オ
タ
ワ
大
学

箱根駅伝大平台横断幕



に
て
修
士
号
取
得
。　
一
四
年
間
の
教

職
経
験
を
含
め
、
日
加
両
国
に
お
い

て
三
五
年
間
教
育
の
分
野
に
携
わ
る
。

こ
れ
ま
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー

・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

・
カ
レ
ッ
ジ
に
て
国
際
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ま
た
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
政
府

東
京
事
務
所
教
育
担
当
官
と
し
て
、

国
際
教
育
分
野
の
経
験
を
持
つ
。
現

在
在
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
広
報
部
勤
務
。

（国
際
交
流
同
好
会
会
長

小
林

裕
）

二
〇
〇
六
年
四
月

一
日
、
絶
好
の

お
花
見
日
和
の
な
か
、
逗
子
の
披
露

山
公
園
で
、
そ
し
て
、
中
大
葉
山
寮

で
大
い
に
飲
み

。
食
べ
、
大
変
楽
し

い
宴
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
二
月
三

一
日

に
は
、
恒
例
の
お
花
見
を
館
山
で
開

催
し
ま
し
た
。

一二〇〇
七
年
八
月
四

・
五
日
、
第

二
回
東
北
支
部
合
同
幹
事
会
を
柏
山

徹
郎
東
北
支
部
副
部
会
長
の
ご
尽
力

で
、
水
沢
で
開
催
。
同
市
の

「水
沢

ざ
っ
つ
あ
か
」
祭
り
に
参
加
、
翌
日

は
中
尊
寺

・
毛
越
寺
を
見
学
し
ま
し

た
。関

西
支
部
合
同
幹
事
会
は
二
〇
〇

七
年

一
一
月
三
日

（土

・
祝
）
大

阪

・
ホ
テ
ル
フ
ロ
ー
ラ
ル
難
波
会
議

室
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

2007年 度中央大学学員会白門 48会 役員一覧

(2007年 8月 7日 現在)

会  長  赤羽進一郎 (商学部)新 2009年 3月 31日 まで         '     ・ ‐

顧  間  安藤正敏 (法学部)任 期の定めなし

堀井 勉 (理工学部)新

森 雅明 (経済学部)任 期の定めなし

副 会 長  成田清治 (法学部)新 2009年 3月 31日 まで 小田島副会長任期満了 (渉外担当
。会長代行ヽ東北支部活性

化担当)

佐山洋一 (経済学部)新 2009年 3月 31日 まで 新倉副会長任期満了 (財政強化、関西支部活性化担当)

小田真一 (商学部)新 2008年 3月 31日 まで (赤羽副会長の残任期間)(125周 年記念募金担当、創立10周年

記念事業担当)

長谷川孝雄 (理工学部)2008年 3月 31日 まで (会員増強担当)

吉澤史子 (文学部)2008年 3月 31日 まで (同好会活動担当、関西支部活性化担当)

幹 事 長  横田利久 (商学部)2008年 3月 31日 まで                     _

副幹事長  若狭秀巳 (文学部)事 業部会担当 新 2009年 3月 31日 まで

佐藤愛子 (文学部)会 計部会担当 新 2009年 3月 31日 まで

島崎 修 (理工学部)広 報部会担当 留任 2009年 3月 31日 まで

地方支部  黒羽一記 (文学部)関 西支部部会長 留任 2009年 3月 31日 まで

三澤llj義(商学部)東 北支部部会長 2008年 3月 31日 まで

会計監査  榎本真一 (文学部)2008年 3月 31日 まで

国領義男 (経済学部)2008年 3月 31日 まで

幹  事

〔法学部11人〕石坂隆、植野 (河原)妙 実子、金子健治、菊田和行、小松田貞利、工藤容、小田島和幸、菅原進、利根川永司、

新井田研一、宮本博志

〔経済学部 10人 〕石川武信 (関西)、江村 (生田)悦 子、柏山徹郎 (東北)、狩俣健 (関西)、坂本賢一、佐藤豊、滝田健司、

新倉利明、橋本博、矢澤米夫

〔商学部13人 〕井沢和夫、岩下敏英、江川修司、大友 (松田)有 介 (関西)、川島直人、小林秀男、紺野哲雄、杉本 (稲葉)

光子、鈴木治男、平墳裕子、水野勝敏、湯川修

〔理工学部 5人 〕ガヽ野塚喜代一、川瀬俊吉、福岡悟、細谷教雄、三森孝悦

〔文学部14人〕飯塚 (小林)恭 子、石田雅美、川名 (松澤)ま ゆみ、小林秀男、小林裕、清水洋子、手代木俊一、中島 (猪

瀬)澄 子、中島信子、弘中 (下島)真 知子、藤野 (鈴木)美 知子、矢島昇、吉田泰介

中央大学葉山寮門にて

水沢 ・正法寺 (日本一の茅葺屋根の本堂)に て



平成18年 度 「自門48会 」決算報告書

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

前年度繰越金 1,912,031

事業費
「自門48会」11号

総会 ・懇談会費用

総会 。二次会費用

総会 。景品代

HP管 理移行費

HP管 理費 (プララ)

HP管 理費 (東光美術)

ホームカミングデー賞品

留学生の集い協力金

同好会助成金

関西支部補助金

東北支部補助金

横断幕制作費

小旗制作費

峨旗管理費

演奏付マイク

接待交際費

年次支部協議会

留学生支援金

年次支部祝い金

手土産代 (箱根協力者)

慶弔費

広告宣伝費

学員時報新年号広告料

通信費

通常分

支払手数料

137,592

256,172

69,000

20,727

65,100

8,031

33,600

10,000

13,500

20,000

5,700

11,824

42,350

50,800

5,230

33,160

10,000

50,000

10,000

5,439

30,000

157,170

7821786

75,439

0

30,000

157,170

101175

会 費

入会金

会 費

臨時会費

総会懇談会費、二次会費

祝い金

二八会

三八会

広告料

集金分

募 金

125周 年募金活動経費

預貯金利息

雑収入

1,000

408,000

327,000

10,000

10,000

50,OOO

55,000

409,000

327,000

201000

50,000

55,000

176

0

/」ヽ 計 861,176 ′」ヽ 計 1,055,570

未収金

広告料 (会報広告費)    70,000

70,000 次年度繰越金

銀行預金               756,847

郵便貯金               865,010

手持ち現金         95,780

未収金 (会報広告費)    70,000

1,787,637

△
ロ 計 2,843,207 △

ロ 計 2,843,207

上記の通り報告いたします。

平成19年6月23日

白門48会 会長     堀 井  勉

会計部会担当副幹事長  湯 川  修

関係諸帳簿を照合した結果、適正に処理されていました。

平成19年6月23日

会 計 監 査

会 計 監 査
一
男

真
義

本

領

榎

国



≦自門48会活動報告(平成18年4月～平成19年7月)と、今後の活動畔J明分)予定匡
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年 月 日 名   称 実施内容 ・主な議事等
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毎=載機な
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彗理議:彙
10  9

111,Iず::

‖轟警辱
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繊聾な1れ
1229
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鮮碑襲妻雌
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曇鑑攀颯
412

駐暮繁築1

1織:1達:1'11

:お識1螺

癬輩難響彗

:警1瑯聾磯:

‖珈載彗

構1構 1

轟‖彗書繊
411

菫1肇華な
614

熟難篇購燿議篠i補漱燃素難=1準=暮=:
第53回幹事会
:動螂鶏麟群‖構議‖‖織1
第8回総会・懇親会
:′:暑彙:素1肇轟着会1篠ヽ議事輔 111ニニ主: 11111111111111111111illl:|111:111
第54回 幹事会

,暮準鷲総|ジ暴:ス麟れ氣藤棗‖:な

''き

1彙警棗11111義

箱根駅伝応援同好会 (島根県出雲市)

擁中職警華r,1■

'111,IIII■

■I
第17回ホームカミングデー(多摩キャンパス)
1様酵摯攀攀棗輔 暮華群轟難華理:薔|:ミざ曇事二:ヽ
箱根駅伝応援同好会(二重県伊勢)
疇議峨議番目幹事会:11111111111111111111
箱根駅伝応援同好会ほか

1策菫|:爾警書峯11:舞|1奈:11111:11111111111:
釣同好会(金沢八景)
輝糠眼戯欄封を琴:■|■■奮警警警警事警ギ:
第57回幹事会 。新年会

:‖∫覆:鍵羅|な蕪藩棗毒1講藤輔難奮群=:織t:番:
第58回幹事会(後楽園キャンパス)
1糠議事事会議潜基番111翼二1彗菫警韓1甘彗彗||:11111 1 1 1 : : | | | : : | | 1 1

1::|||| | : I I I : |
第59回 幹事会 (後楽園キャンパス)

i濃精議:蜘臓群凝‖警築申鷲会

'
第60回幹事会 (駿河台記念館)

11縫慕壽:嚢会|モ韓素韓ネ難装彙蕪器:
国際交流同好会

,籍11自韓議事1(時1麟=|力■=11

|:|:::|:|||::||::1111:|:::|:|::|::::|111111111::|:
第62回 幹事会

1::::::|||||::|::1111:|||:::
(駿河台記念館)

第 18回 ホームカミングデー (多摩キャンパス)

第9回総会 ・懇親会

第8回総会の開催準備/役 員の改選について

i醸111準ま難11難華葺導
第8回総会の運営等について

11:l::111i:|

::11:

|||:|,111::11

参加者44名

t藩総藩黍:事ヽ:表1薫1然|:な癖簿蒸11轟キ:!11111111
総会会計報告、会報発送

:,1議:漱|モ| |ヽ|||:t式継難叢総議凛111
第 18回出雲駅伝応援

|ヽ|14オ||ヾ′|が1菱=1球Oi温⌒

'|111鷲
参加者25名 ・懇親会 (高幡不動)

全日本大学駅伝 (伊勢駅伝)応 援

:積書総葛1静韓11111111111:111111111
箱根駅伝事前 PR横 断幕大平台設置

|ホ|=藤|力11ヽ素1然お1参輝総義|11'111韓:::111::
アジ釣り

:線:繊轟灘群轟講 :樹
青山バルバッコアグリル 箱根駅伝応援報告

1:盪簿泰1轟濠轟隷1(議素1濠溝墓策卦灘継ふ職露111
次期総会の開催準備等について

華:輻鷲黎黎議キ1籍議苺摯鮮隷妻華議幸罰警幸隷1(111:I華|:
第9回総会の開催準備/役員の改選について

11燕議薄本羅職凛構蝉轟澪会督1聾漱疑彗議=::
第9回総会の開催準備/役 員の改選について

i織ヽ轟1議緯藁警番111議1濠濠難鷲攣::11111幕::ぶi
ベナン共和国ゾマホン講演会 (聖徳学園大学)

蒙0日総議10導彗議||'||ヤ
参加者42名

総会会計報告、ホームカミングデー参加準備

雛藤1繊縫繊やや薔薔

i澪藤離薔轟消職百‖=II
全日本大学駅伝(伊勢駅伝)応援
事:績馨替ざ:ぶギ:ぶ1新彗1繁か韓||1碁瀬籍轟::
新年会

,集10藤黎轟峯

'重

縦繊警警報穣閣寒華奮II
第10回総会に向けた準備開始
1:馨よ0醸饉彗準1電議薄華華鶏懇111111薔1毒輩

1関彎中毒響騨撃輝幸討1:::|:11111111薔=ぶ1轟1
箱根駅伝応援同好会 (三重県伊勢)

1警義|1彗肇業奪:攣秦華摯彗畿藤攀彗澪111:二|1素二薫|::
第64回 幹事会 (新年会)

i馨豪1鶴総議棗11(醸縮蓄1講恭熊

'II:準

111111準 二11

第66回 幹事会 (駿河台記念館)

|1欝燕鐵綱畿装1棗
第10回総会 ・懇親会



会費納入についてのお願い
中央大学白門48会幹事会

白門 48会 の財政運営は会員の皆様の会費によって賄われております。

2002年 に 5年 分の会費を一括納入頂いた方々にも、5年 が経過しましたため、あらためて 2007年 度からの会

費をご納入頂くことになります。また、3年 分一括納入をされて 2007年 度が会費納入の時期に当たられる方々、

単年度毎にお納め頂いている方々もそれぞれ会費をご納入頂くことになります。

会費は会則により 1年 3,000円ですが、「一括納入割引Jを 実施しております。会費は、その納入の有無にかか

わらず、会員全員に会報 ・ホームページ 。各種案内の送付などに使用されています。会費を原資に当会の運営がな

されていることにご理解をお願いします。

厳しい経済情勢の折誠に恐縮ですが、事情ご賢察のうえ格段のご配慮を頂きたく何卒宜しくお願い申し上げます。

納入の種類 会費の額 害1引額

会費 (2007`か) 3,000円 害」引なし

会費 (3年 分一括納入 /2007～ 2009年 分) 8,000円 1,000円 害」引

会費 (5年 分一括納入 /2007～ 2011年 分) 121000円 3,000円 割引

銀行振込みご利用の場合は、下記までにお振り込み願います。

三井住友銀行阿佐ケ谷支店 普通預金 「7459559」

「自門48会  会計 佐藤愛子」(ハクモンヨンハチカイカイケイサトウアイコ)

【白門48会 連絡先】

住所 。勤務先変更、新規会員紹介、同好会活動、お問い合せ等、何でも幹事長宛にご連絡下さい。

自門48会幹事長 横田利久 (中央大学経理部)

1920393 八王子市東中野742-1

TEL.042-674 2174 fax.042-674-2178 E―mail rl埼/u@tama」s.chuO u acJp

|
|■を

自伝・創作・詩歌集等自費出版の編集

なみきみち社
代表 榎 本 真 一

〒236-0005 横浜市金沢区並木 1…17…12…1305

丁EL.045-772-0760

川嶋産業株式会社

ほ聯曝 川 山烏 直 人

本   社 東京都中央区新富 1丁 目6番地 10号

東京営業所 東京都中央区新富 1丁 目4番 地 6号

〒 104-0041 TEL東 京 (3551)9521～ 5呑
FAX東京 (3553)2919番

u砂
たから

たからようちえん
園長 吉 澤 史 子

〒167-0053東京都杉並区西荻南 1丁 目12‐12

TEL 03‐3333‐9162 FAX 03‐3331-8021

株式会社デイスカバリー

～企画 ・編集から物流まで～

代表取締役 島  崎 修

〒101‐0064東 京都千代田区猿楽町1-3-5
TEL 03-3295-3060 3ヽ X03‐3295-3069
e―mail:eagle@wdiscovery com


